



























































































































































第7章では, Cu-TCNqナノ結晶の構造解析と電子状態について議論した｡ XRD測定から, phase Iで
あると確認した｡またTEM像から､長軸方向に垂直な間隔3.97Åの格子縞が確認され,これはナノ結晶
の長軸方向が[100】方向と一致している｡この方向はTCNQ分子の7T-スクッキング構造が形成される
ことから､サイズに依存した物性変化が期待される｡ラマンスペクトルのL,.バンドのシフトから､ TCNQ
はアニオンラジカルである｡ざらに､僅かであるがTCN(〕ジアニオンによるレ｡バンドも確認された｡こ
れはナノ結晶特有の現象である｡元素分析より､ Cu含有量が50%よりも大きく,電荷のバランスをとる
ため､ TCNqジアニオンが生成したと考えられる｡一方,吸収スペクトルにおける近赤外領域のピークは
結晶サイズの増加とともに､長波長シフトし､サイズ効果が確認された｡
第8章では,負のゼーペック係数から､ Cu-TCN(〕ナノ結晶がN型であることを確認した｡結晶サイズ
が増加とともに､導電率および熱電性能指数も増加し,サイズ1 /Jm付近で極大を示した｡これはCu含
有量, TCNQジアニオンおよび結晶構造の乱れと密接に関連していることが明らかとなった｡電荷移動錯
体における熱電材料としての試みは初めてであり､有機系N型熱電材料の可能性を示すことに成功した｡
また､スイッチング特性についても検討を行った｡その結果､ cu-TCNQナノ結晶は, TCNQジアニオン
を含む影響で多段階でのスイッチングを示した｡
第9章では本論文を総括した｡つまり,有機系半導体材料において､ P型およびN型熱電材料の作製
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を行い､その可能性を示した｡また､膜構造の最適化により熱電性能制御に成功したo
以上本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る｡したがって,平石謙太朗提出の博士論文は･博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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